
MferViewer⇔RS_Base 連携手順 

RS_Base 画面 

 

 

MferViewer 設定：歯車アイコン→エクスポートタブ 

「有効にする」にチェックを入れて出力先を設定します。 

出力先には RS_Base 連携用の既定のフォルダ(C:\gazou 等)を指定します。 

RS_Base のインストール先に依存しますので、正確な場所(フォルダ)はお客様に確認する必要があります。 

 

 

  

←チェックを付ける 

↑RS_Base 連携用の既定のフォルダを設定(要確認) 
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PDFファイル出力：インフォメーションアイコン 

データ一覧画面を開きます。 

 

対象データにチェックを付けたら編集ボタンをクリックして、測定データに患者情報を設定します。 

連携するには、患者 ID に RS_Base で管理されている患者 ID を設定する必要があります。 

 

 

 

患者情報の設定が終わったら、 

出力したいデータを選択(チェック)してエクスポートボタンをクリックします。 

RS_Base 上の患者 ID を設定 

RS_Base の患者一覧画面 

 

この ID と同じ値を設定 

※注意 

RS_Base 側に存在しない患者 ID を設定

すると、患者が認識できないデータとし

て登録されてしまいます 
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RS_Base に取り込む 

RS_Base に取り込むには RS_Base にアクセスするかリロード(更新)すれば、 

以下の様に取り込まれた旨のメッセージと共に連携が完了します。 

 

 

←取り込み完了メッセージ 

←取り込まれたデータ 
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RS_Base に取り込んだデータを閲覧する 

データ一覧上の以下の赤枠付近をクリックします。 

 

別画面にて PDF ビューアが起動しますので、 

こちらで取り込まれた PDF が確認できます。 

 

 

MferViewer⇔RS_Base 連携手順は以上です。 

↑この付近をクリック 


